
理工学部が生まれ変わります

電子・機械類物質・環境類

情報学部理工学部
定員：470

（285） （185）

社会情報学部
定員： 100

定員：170

応用化学
プログラム
応用化学
プログラム

食品工学
プログラム
食品工学
プログラム

材料科学
プログラム
材料科学
プログラム

化学シス
テム工学
プログラム

化学シス
テム工学
プログラム

知能制御
プログラム
知能制御
プログラム

電子情報
通信

プログラム

電子情報
通信

プログラム

土木環境
プログラム
土木環境
プログラム

機械
プログラム

機械
プログラム

募集
停止

社会共創
プログラム
社会共創
プログラム

人文情報
プログラム
人文情報
プログラム

データ
サイエンス
プログラム

データ
サイエンス
プログラム

計算機
科学

プログラム

計算機
科学

プログラム

理工学部

化学・生物化学科 環境創生
理工学科

機械知能システム
理工学科

電子情報
理工学科

環境エネル
ギーコース

社会基盤・
防災コース

情報科学
コース

電気電子
コース

総合理
工学科 30 160 90 110 120

定員： 510

フレックス制

• ５学科から２類８プログラム編成へ ： 幅広い学びが可能に

• 食品工学、材料科学、知能制御を専門として学べるように

• 問題解決型授業（PBL）の導入
• 企業等と連携して俯瞰的課題解決能力を身に着ける

• 入試は類で実施 ：物質・環境類は数Ⅲが選択制に（前期日程）
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大括り化 融合

理工学部 改組趣旨

課題解決型アプローチが
できる人材の養成

Late Specialization
専門教育に入るプログラム分けを遅くする

俯瞰的な課題解決力をつけるための基盤的な
教育の共有化を強化し、総合的に俯瞰できる
人材教育へ

産業社会構造変化・
地域振興へ対応

新しい課題
• 第4 次産業革命の推進
• 持続可能社会の構築
• 地域産業（自動車・食品等）の振興
• 医理工連携

初年次教育の共通化
高大接続のため入試の大括り化

高学年教育でのPBL・プロジェクト教育の強化

５学科 ⇒ ２類 （ ８プログラム ）
（入試と初等教育を共有する多様なプログラム群）

• 学科縦割り構造の抜本的見直し

• 学部＋修士の６年で、専門教育の高度化を目指す〈大学院教育の再編〉

学術研究院制度の実質化
プログラム間の授業共有

新しい分野のプログラムの設置： 複合的分野を教育

• 食品工学プログラム
• 知能制御プログラム
• 材料科学プログラム

学内教育研究センターの活用・設置
【既設置】 次世代モビリティ社会実装センター、食健康科学教育研究センター、

数理データ科学教育研究センター、元素科学国際教育研究センター
広域首都圏防災研究センター

【設置計画中】エレクトロメカニクス教育研究センター

＝
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kaneko-h
取り消し線

kaneko-h
取り消し線
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kaneko-h
取り消し線
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第4次産業革命
IoT・AI,ロボット，ビッグデータ

社会ニーズ

持続可能社会
再生可能エネルギー、CO２削減、

地球環境変動対応

地域の振興

1. 地域産業振興： 群馬県の主要製造業 [H27]
• 輸送用機械: 1.1兆円（33.5%)
• はん用・生産用・業務用機械：0.45兆円(13.3%)

→ 自動車関連産業[1]

• 食料品：0.44兆円(13.1%)[2]

• 化学：0.37兆円(11.1%)[3]

2. 持続可能な地域社会の構築

[1]スバル、ミツバ、サンデン等、[2]オリヒロ、カルピス等、[3]信越化学、関東電化等

AI・IoT, ロボット,ビッグデータ解析等を利活用し、

｢リアル空間｣と｢バーチャル空間｣を俯瞰的に
把握できる人材

必要な人材 教育プログラム

分子レベルから地球規模までを俯瞰し、持続
可能な社会の構築に資する基盤技術や新材
料を設計できる人材

理工学部改組による社会への寄与

電子・機械類
• 機械プログラム
• 知能制御プログラム
• 電子情報通信プログラム

物質・環境類
• 応用化学プログラム
• 化学システム工学プログラム
• 材料科学プログラム
• 土木環境プログラム
• 食品工学プログラム

Medical Society5.0で必要となる医理工連携人材 医理工連携の大学院プログラム重粒子線治療の進化

食健康科学およびグローバルフードバリュー
チェーンを俯瞰し，新たな価値を持った食品を
創造できる人材

次世代モビリティの大学院プログラム
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注： SDGs＝ 「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」

各種センターも活用したプロジェクト教育
による実践的人材の育成

【既設置】 次世代モビリティ社会実装センター、食健康科学教育研究センター、
数理データ科学教育研究センター、元素科学国際教育研究センター
広域首都圏防災研究センター

【設置計画中】エレクトロメカニクス教育研究センター
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理工学部

食健康
関連産業

第4次産業革命
Society 5.0の
社会実装

物質科学
バイオ系

新材料創製
新エネルギー

地球環境

情報学部

教育プログラムの育成する人材像
・プログラムは、それぞれ卒業生の活躍分野を想定する。

緑楕円は寄与対象領域
黄色は主な教育内容
赤字の箱は関連センター等

AI×IoT,ロボット
(計測、電子デバイス、システム制御、機械 )

土木環境
工学

食の
開発・生産

化学と生物の
融合・統合教育 数理データ科学

教育研究センター

エレクトロメカニクス
教育研究センター(構想中)

食健康科学
教育研究
センター

化学・力学融合
総合材料科学、
エネルギー工学

元素科学国際
教育研究センター

電子・機械類

IoTなどハードウエアに
埋め込まれる領域

Society5.0の構築サステナブルでレジリエントな

持続可能な社会

人間中心の健康社会
地域産業振興

広域首都圏防災
研究センター

機械
プログラム

機械
プログラム

知能制御
プログラム
知能制御
プログラム

電子
情報通信
プログラム

電子
情報通信
プログラム

物質・環境類

応用化学
プログラム
応用化学
プログラム

食品工学
プログラム
食品工学
プログラム

化学シス
テム工学
プログラム

化学シス
テム工学
プログラム

土木環境
プログラム
土木環境
プログラム

材料科学
プログラム
材料科学
プログラム

機械工学と

電気電子工学
を融合

食健康科学を
指向した
食品工学

・情報科学を理工から分離
して、社会情報学部と融合
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持続可能社会構築
のためのエネル
ギー･材料工学系

類は初等教育の共通性か
ら区分。プログラムは修士
課程を想定した専門教育。
境界横断的学習を可能に。

次世代モビリ
ティ社会実装
研究センター

ソフトウエア中心の領域
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理工学部

理工学府 理工学専攻

物質・環境類

1年次

修士1年

4年次

3年次

2年次

修士2年

博士1年

博士2年

博士3年

理工学部・学府 学年進行
・プログラムごとに卒業要件を定めるが、必修科目としてはコアな実習実験科目などに絞り込んで指定。多様な学修を保証。

前期個別：｛数ⅡB or 数Ⅲ｝＋物・化・生選択

博士
後期
課程

博士
前期
課程

学士
課程

応用化学
プログラム

食品工学
プログラム

52021改組

材料科学
プログラム

化学シス
テム工学
プログラム

物質・環境類共通科目

電子・機械類

知能制御
プログラム

電子情報通信
プログラム

前期個別：数Ⅲ＋物・化選択

教養教育・理工学基礎 （数学・物理学・化学）

電子・機械類共通科目

土木環境
プログラム

修士（理工学）
機械

プログラム

プロジェクト参加研究

課題解決セミナー（PBL）

学士（理工学）

プロジェクト参加研究

課題解決セミナー（PBL）

入試

課題発見セミナー（PBL）課題発見セミナー（PBL）

博士（理工学）
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改組構想中

段階

的な

専門

選択

教育プログラムの学修領域
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•数学

•物理学

•一般化学

理工学基盤

•無機化学

•有機化学

•物理化学

•生物化学

物質科学

•食品工学

•化学工学

•材料工学

創成工学

•環境工学

•土木工学
土木環境

•機械工学

•制御システム工学

•電気・電子工学

•情報・通信工学

電子情報機械

•数理科学

•データ科学
数理データ科学

応用
化学
プログラム

食品
工学
プログラム

化学シ
ステム
工学

プログラム

材料
科学
プログラム

土木
環境
プログラム

機械
プログラム

知能
制御
プログラム

電子
情報
通信
プログラム

教育プログラム

学修領域

物質・環境類 電子・機械類

分野

類【学生の履修方法】

教育プログラムごとその専門性に応じ、
必要な学修分野を必要なだけ必修と
する。必修とされない他プログラム科
目も自ら選択すれば、学修できる。
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